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Criteoダイナミックパフォーマンスバナーのデザイン：「グリッド(Grid)」と「商品ビュー(Product view)」

これまでのダイナミックバナーデザインは、完成されたバナーデザインを「レイアウト」として提供してきましたが、2018年9月より

レイアウトを構成する「グリッド(Grid)」と「商品ビュー(Product View)」に分割しました。

これにより、Da vinciクリエイティブエンジンによって自動生成されうるデザインパターンも確認することが可能となりました。

- Grid＝バナーデザインの「枠組み」を指し、現在は5種類に分類されます。（今後種類は増える場合があります。）

- Product view＝各商品エリアに配置する要素(商品画像やタイトル、価格など)の配置デザインを指します。

⇒この「グリッド(Grid) 」×「商品ビュー(Product View) 」の掛け合わせにより、最終的なバナーデザインが完成します。

Gridの種類
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グリッド(Grid)サンプル例

③Window grid＝Vertical ⑤Billboard grid＝Mixed

②Classic Text grid＝Horizontal

①Single Pro grid＝Single

④Multibox grid＝Multi
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デモバナーページの変更：グリッド(Grid) ×商品ビュー(Product View)

「レイアウト」から「グリッド(Grid)」×「商品ビュー(Product View)」への分割に伴い、デモバナーページも以下のように変更を

行いました。こちらで任意のグリッドデザインと商品ビューデザインを選択することで、掛け合わされたバナーデザインを確認す

ることが出来ます。

グリッドと商品ビューを掛け合わせる

ことができるようになったことで、

Da vinciによって自動生成される

バナーデザインも含めて、

配信されうるデザインパターンを

全て確認することも可能となります。
レイアウト

Old
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最終的なバナーデザイン完成までの流れ

説明文

価格

CTA

商品画像

①グリッド(Grid) ：Vertical 商品ビュー(Product View) ：Classic バナーデザイン完成！

ロゴ

ロゴ

説明文

商品画像

価格

CTA

説明文

商品画像

価格

CTA

説明文

商品画像 価格

CTA

説明文

商品画像 価格

CTA

②グリッド(Grid) ：Horizontal 商品ビュー(Product View) ：Classic バナーデザイン完成！
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バナーデザイン例

①Multi Productデザイン ③Textual デザイン②Mono Product デザイン
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その他のフォーマットについて

①ネイティブ広告 ②Facebook DPA

上記フォーマットについては、フィード内の商品点数が5商品以上ある場合のみ配信可能となります。

※各フォーマットのデザイン一例となります。

※ネイティブ広告枠は、配信開始時に商品点数が5商品以上ある場合にはデフォルトでオンとなります。

※Facebook DPAの配信を希望される場合には、別途弊社への設定依頼が必要となります。

※Facebook DPAの配信を希望される場合も商品点数5点以上で掲載可能ですが、推奨は商品点数10点以上となります。

※弊社側にて商品点数の増減を検知してのオン・オフは行っておりませんので、特に大幅に商品点数が減るなど、

設定をオフにする必要がある場合には、必ず弊社までご連絡ください。

※Legal Textオプションを利用する場合には、 一部フォーマットはLegal Text未対応のため配信出来ない場合がございます。
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デモバナー作成時に必要な入稿物とフロー

①データフィード設定 ②デモバナー作成依頼 ③デモバナー作成 ④クライアント様承認

■必ず必要なもの

• ロゴデータ

(.psd / .ai / .epsのいずれかの形式でご用意ください)

• CTA文言 最大8種まで（各全角4～5文字まで）

• 値段表記（Ex. ￥～／～円／万円～）

■任意

• ロゴガイドライン (ロゴ利用にあたって、ガイドラインや規定が

ある場合はロゴ入稿時にお知らせください)

＜依頼方法＞
ヒアリングシート内の「バナー」シートの「デモバナー作成の概要」に記入の上、
Criteoパートナーポータル内のテンプレート【定型】デモバナー作成依頼を
利用して依頼ください。

＜依頼フロー＞

https://support.criteosales.com/hc/ja/sections/201850778-%E3%83%92%E3%82%A2%E3%83%AA%E3%83%B3%E3%82%B0%E3%82%B7%E3%83%BC%E3%83%88
https://support.criteosales.com/hc/ja/articles/211919567--%E5%AE%9A%E5%9E%8B-%E3%83%87%E3%83%A2%E3%83%90%E3%83%8A%E3%83%BC%E4%BD%9C%E6%88%90%E4%BE%9D%E9%A0%BC
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bigimage URL、エクストラバッジURL（画像）の配信に関するご注意

画像を格納しているサーバー（画像配信サーバー）は、事前に海外IP（弊社）からのアクセス許可が必要です。
アクセスがブロックされていると、『画像が表示されない』、『視認性の悪いバナーが掲出』などの事象が発生する恐れがあります。

◆アクセス許可が必要なIPアドレス◆

116.213.20.0/22

182.161.72.0/22

178.250.0.0/21

185.235.84.0/22

74.119.116.0/22

199.204.168.0/22

177.73.128.0/21

海外からのアクセスをブロックしている場合、

それを解除する。

全解除が難しい場合は、

右記のIPアドレスを許可設定する

＜アクセス制限解除の手順＞

※IPアドレスのリスト（最新版）は、以下のURLよりご確認ください。
https://guides.criteotilt.com/other/simplefeed_retail_ja/#8bigimage-url

https://guides.criteotilt.com/other/simplefeed_retail_ja/#8bigimage-url
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入稿可能なロゴ素材について

・Criteoにて配信するバナー内のロゴエリアには、大きく3種類あります。(下図参照)

1. 『Horizontal』 ：300×250や300×600サイズなどに設定する横長のロゴエリア

2. 『Square』 ：320×50や728×90サイズなどに設定する正方形に近いロゴエリア

3. 『Vertical』 ：600×200サイズなど縦長のロゴエリア

上記、最大3種類までロゴ素材を入稿可能です。共通のロゴ素材で良い場合には1種類のみ入稿してください。

・ロゴエリアの位置は①下部および右部 もしくは ②上部および左部のどちらかを選択可能。

・ロゴエリア内のロゴ位置は、広告主のロゴガイドラインや希望に応じて「左寄せ、センタリング、右寄せ」に対応可能。

VerticalSquareHorizontal
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Darwin CTAとは？

Darwin CTAとは、バナー内のCTA部分の文言を複数パターン設定することで、

CTA文言の自動最適化を行うことが可能となる機能です。

・最大で8パターンまで任意の固定文言を入稿可能です。

・ヒアリングシート内に記載の業種別CTA文言表から業種を

指定して設定することも可能です。
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ディスカウントバッジ(CPPFフォーマットの場合)

＜注意事項＞

・割引価格が無い商品でも、「price」カラムには「sales_price」と同じ値を入れておくようにしてください。

・ディスカウントバッジには、priceとsale_priceの割引率を自動計算して表示します。

・バッジの表示位置はサイズやバナーデザインなどによって異なる場合があり、変更することはできません。

・バッジは商品画像上に表示されるため、Textualデザインでは表示されません。

データフィード上の「price」と「sale_price」

カラムに値が設定してあることを確認して、

Criteoへ取込・設定依頼。

Criteoにて設定作業後、バナーへ反映。

※デモバナーでの確認は出来ず、

設定後は即反映となります。

sale_price =割引後の価格

Price         =割引前の価格(定価)

＜依頼フロー＞



ディスカウントバッジ(Criteoオリジナルフィードフォーマットの場合)

＜注意事項＞

・割引価格が無い商品は、priceと同じ価格を入れておくか、ブランクのままにしてください。

・ディスカウントバッジには、retailpriceとpriceの割引率を自動計算して表示します。

・フィードにretailpriceとdiscountカラムの両方がある場合には、discountカラムの値を優先して表示します。

・バッジの表示位置はサイズやバナーデザインなどによって異なる場合があり、変更することはできません。

・商品画像上に表示されるため、Textualデザインでは表示されません。

データフィードに「retailprice」

(もしくは「discount」)カラムを追加し、

Criteoへ取込・設定依頼。

Criteoにて設定作業後、バナーへ反映。

※デモバナーでの確認は出来ず、

設定後は即反映となります。

price = 割引後の価格 (必須項目)

retailprice = 割引前の価格 (定価)

discount = 割引率 (整数で入力)＜依頼フロー＞

※Retail業種はCPPFフォーマットの利用が必須となっておりますので、P.11を参照してください。



スターレイティングバッジ

＜注意事項＞

・必ず右記対応表に沿って、指定のスターレイティングをフィードに設定してください。

（フィードには0.5＝05、1.5=15など小数点を省いた数字で入力してください。）

・バッジを表示しない商品の場合には、カラムをブランクにしてください。

・サイズやバナーデザインなどによっては表示されない場合があります。

データフィードに「extra_star」カラムを追加し、

0～5.0までの数字を設定した上で、

Criteoへ取込・設定依頼。

Criteoにて設定作業後、バナーへ反映。

※デモバナーでの確認は出来ず、

設定後は即反映となります。

＜依頼フロー＞

〜
0.5

1.0 

4.5

5.0 

バッジイメージ

■フィード入力値対応表

スターレイティング フィード入力値

0 (カラムは空白にする)

0.5 05

1.0 1

1.5 15

2.0 2

2.5 25

3.0 3

3.5 35

4.0 4

4.5 45

5.0 5



スターレイティングバッジのデザインパターン

Number Star Type Preview Number Star Type Preview Number Star Type Preview

1 Bar Yellow 10 Double Circle Yellow 19 Star Dark Border

2 Black (legacy) 11 Flower Pink 20 Star Frame Red

3 Circle Blue 12 Heart 21 Star Red

4 Circle Green 13 Leaves 22 Star Shadow

5 Circle Red 14 Normal (legacy) 23 Star Square Blue

6 Circle Yellow 15 Rectangle Orange 24 Star Square Green

7 Double Circle Blue 16 Round (legacy) 25 Star Square Red

8 Double Circle Green 17 Star Border 26 Star Square Yellow

9 Double Circle Red 18 Star Circle Red

以下デザインパターンの中から希望のデザインを選択いただくことも可能です。

希望の際には各アカウント担当営業までご相談ください。

※標準では「14:Nomal」が適用されます。



エクストラバッジ

＜注意事項＞

・デモバナーで確認はできません。即時反映となります。

・バッジを表示しない商品はカラムを空白にしてください。

・バナーサイズやデザインによっては表示されない場合があります。

・バッジの表示位置を変更することはできません。

・商品画像の上に表示するため、Textualバナーには表示できません。

・画像形式や入稿時の注意点はBigimageと同一です。

・ファイル形式は.pngが推奨となります。

＜依頼フロー＞

正方形の場合：横30 × 縦30推奨

長方形の場合：横63 × 縦25推奨

（最大入稿可能サイズは横116×縦40以内）

バッジ素材サイズ規定

フィードにエクストラバッジ専用カラム「extra_bdg」を

追加

商品ごとに表示したいバッジの画像URL（例：

https:www.0000.jpg）を入力

フィード取り込みが完了次第、バナーへ即

時反映



アディショナルイメージ

＜依頼フロー＞

①フィード取り込み設定の依頼（カラムを新たに追加した

場合のみ）

②取り込み・設定作業後、デモバナー発行。

③デモバナー確認後問題なければ本番反映。

①データフィードに「additional_image_link」
カラムを追加。

②カラムの中に追加したい画像のURLを記入。

追加イメージ

メインイメージ

＜注意事項＞

・複数の画像URLをそれぞれカンマで区切り、ひとつのセル内に収めてください。

・カラムの区切り文字にカンマを利用している場合、複数の画像URLをダブルクォーテーションで

まとめてください。

・画像URL内にカンマを含む場合はエンコード処理してください。

・背景透過画像でご用意ください。



クーポン掲載オプション

■国内主要サイズ表

①ロゴサイズクーポン ②フルサイズクーポン

バナーサイズ ロゴサイズ

160×600 160×56

300×600 300×54

300×250 300×40

336×280 336×48

200×200 200×32

468×60 120×60

728×90 130×90

970×90 130×90

320×50 105×50

320×100 100×100

※フルサイズクーポンのサイズは

上記バナーサイズと同様です。

■クーポンとは

・ロゴエリアもしくはバナーサイズ全面（フルサイズ） にて、任意の訴求を静止画スライドにて追加できる

オプション。

・国内主要バナーサイズに対応。左記サイズ表を参考に入稿素材をご用意ください。

・2018年10月より、弊社管理画面から入稿・設定・管理が行える、クーポンセルフサービス機能を提供

開始しました。（弊社パートナーポータルに管理画面の操作マニュアルを掲載しております。）

■注意事項

・ロゴサイズクーポンとフルサイズクーポンを同時に利用することはできません。

・期間はタイマー (期間指定) か期限無し (Permanent) を選択していただけます。

※期間指定無しのクーポンを配信している場合、一時的にタイマー設定のクーポンへ切り替えた後、

タイマーが解除された際には、期間指定無しのクーポンが再度適用されます。

セルフサービス機能を全アカウントを対象にリリースにいたしました。また本機能をご利用いただく場合には、

これまでの月間差し替え回数や利用可能アカウントの制限などが撤廃されます。

※万が一、セルフサービス機能にて設定が出来ない場合には、一度担当ASまでご連絡ください。

※ロゴサイズクーポンを利用する際に、ロゴサイズを通常のStandardサイズ以外に設定している場合には、

次ページのロゴサイズ一覧表から対応するサイズを確認の上、クーポンを作成してください。



ロゴサイズ一覧表

ロゴエリアには複数のサイズパターンがあります。Standardサイズが通常サイズとなりますが、ロゴサイズクーポンを利用される際に、

その他のロゴサイズを利用されている場合には、各サイズに合わせてクーポンを作成してください。

バナーサイズ

フルサイズ

クーポンサイズ
Small

Standard

(デフォルトサイズ)
Large Extra Large

300*600 300*27 300*54 300*136 300*218

160*600 160*28 160*56 160*137 160*218

300*250 300*20 300*40 300*68 300*96

336*280 336*24 336*48 336*78 336*109

200*200 200*16 200*32 200*54 200*77

468*60 60*60 120*60 158*60 196*60

728*90 65*90 130*90 208*90 286*90

970*90 65*90 130*90 248*90 366*90

320*50 53*50 105*50 123*50 141*50

320*100 50*100 100*100 120*100 140*100

ロゴサイズ

※Extra Smallサイズはクーポン非対応となります。

※ロゴサイズクーポンを掲載中にロゴサイズ変更を行う場合には、併せてクーポン素材もリサイズして再入稿していただく必要がございます。
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Fill or Fit

Fill or Fit機能により、商品画像を商品エリアにそのまま表示するか、

商品エリアに合わせて自動的にトリミングして綺麗に表示されるようにすることが出来ます。

特に商品によって画像サイズが違う場合には、Fill機能を活用することで

バナー全体をより綺麗なデザインに整えることが出来ます。

※選択できるのは1パターンのみとなり、同時に複数パターンでの検証等はできません。

また頻繁な変更はお受けできない場合がございます。

Fill

商品画像エリアへ綺麗に

表示されるように、商品画像

の両サイズをカットして表示

商品画像の両サイズを

カットせず、そのまま表示

Fit
余白が生まれる
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Adjustable Logo zone

標準ではStandardサイズが適用されていますが、

この機能によりロゴエリアのサイズを拡大もしくは縮小することが可能です。

ご希望の場合は、各アカウント担当までご相談ください。

※選択できるのは1パターンのみとなり、同時に複数パターンでの検証等はできません。また頻繁な変更はお受けできない場合がございます。

※クーポンを利用中にロゴサイズを変更する場合には、変更するロゴサイズに合わせてクーポンもリサイズして設定していただく必要がございます。

Standard LargeSmall
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Flexible Font size

文字の大きさもいくつかのフォントサイズパターンから選択できるようになりました。

ただし、選択したフォントサイズがNameやDescription、Price、CTA、さらにはディスカウントバッジなど、

全てのテキスト情報に適用され、個別に大きさを変更することは出来ません。

Textfitも商品単位で特定パターンのフォントサイズが適用されます。

※選択できるのは1パターンのみとなり、同時に複数パターンでの検証等はできません。

また頻繁な変更はお受けできない場合がございます。

※Textfitは商品ごとの文字数によって

最適なフォントサイズを自動適用していきます。

Small Standard MediumTextfit
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カラー変更可能な要素①

Logo Background

ロゴの背景色

Product Border

商品エリアの枠線色

Banner Background

バナーの背景色

Discount Badge

割引率の背景、文字色

Banner Border

バナー全体の枠線色

Product Background

商品エリアの背景色

Title

商品名の文字色

Price

価格の文字色

CTA

カートボタンの背景、枠線、文字色

Descripion

商品説明の文字色



カラー変更可能な要素②

Arrow Box
矢印ボタンの背景、枠線

Arrow Mark
三角形の色、枠線
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Da vinciとは？

Da vinciとは、ユーザーの興味関心に合わせて最適なクリエイティブを自

動生成するCriteo独自のクリエイティブ最適化エンジンの総称です。

そして、Da vinciエンジンがクリエイティブを最適化するための機能として、

RTCO (Real-Time Creative Optimization)やレイアウトクロスオーバー、

フレキシブルコンテナーなどの機能があります。
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Real-Time Creative 

Optimization

Criteoのバナーが作られるプロセス

Criteoのダイナミックバナーが自動生成されるプロセスは、大きく2つの機能で構成されています。

1つ目はリアルタイムでクリエイティブを最適化する機能、2つ目はそのユーザーにどの商品をレコメンドするかを判断する機能です。

この2つの機能によって、どんなレイアウトや商品情報の配置で、どの商品を配信するかをリアルタイムに最適化していくことができます。
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RTCO (Real-Time Creative Optimization) について

カラーセット バナーデザイン

ボタン

アシンメトリックグリッド フレキシブルコンテナー

ナビゲーション

クリエイティブにおいて最適化される要素としては、以下のような要素があります。これらの各要素をユーザーにとって最適化ものをリアルタイムで

判断し、配信されるクリエイティブが生成されていきます。
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RTCO : レイアウトクロスオーバーについて

Badge

$Xx,xx

SAVE xx%

Badge

$Xx,xx

SAVE xx%

$XX,xx BUY

$XX,xx BUY

XX,xx$
BUY

XX,xx$
BUY

平均売上高 = 3% UP
*ある特定の広告主では、平均売上高12% UPの実績あり

リアルタイムで

ユーザーに

Da vinciエンジンによる特徴的な機能の1つとして、グリッド(Grid)と商品ビュー(Product view)を掛け合わせて、バナーデザインを自動生成する

「レイアウトクロスオーバー」という機能があります。これによって、より個々のユーザーにとって最適なバナーデザインを配信していくことができ、パフォー

マンスの長期的な維持や向上が期待できます。※Da vinciはデフォルトではオンとなっています。
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RTCO : アシンメトリック・グリッドについて

商品枠を合体して、強調したい商品を大きく表示

• バナーデザインの多様化

• もっともおすすめしたい商品を大きく表示

本機能は、これまで基本的にバナー内に表示される商品画像はどれも同じ大きさで表示していたものを、商品によっては大きく表示することで

訴求力を高める機能です。これもDa vinciエンジンによって、強調表示される商品を判断して自動最適化しています。

http://demo.criteo.com/ccs/asymmetric/Partner_1932/partner_1932.html
http://demo.criteo.com/ccs/asymmetric/Partner_1932/partner_1932.html
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RTCO : フレキシブルコンテナーについて

本機能では、「タイトル」と「CTAボタン」のどちらかを無くすことで、他の要素の訴求力を高めることができます。

訴求サービスの中でも訴求力の高い要素をより強調していくことができます。
（例：価格競争力が強ければ、タイトルを無くすことで価格表示を中心とすることができます）

このレイアウトでは、標準で「タイトル」

「価格」「CTAボタン」を配置。

「CTAボタン」を無くすことで、「タイトル」と

「価格」だけのシンプルなデザインへ変更。

「タイトル」を無くし、「価格」を中心に配

置することで、価格訴求力を高める。
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全部でデザインパターンはいくつになるか？

17兆通り

xグリッド x商品ビューxサイズ xナビゲーション xカラーセット xCTA

ボタン xフレキシブル

コンテナー

アシンメトリック

グリッド

現在、8つのクリエイティブ最適化要素を掛け合わせて、配信されるクリエイティブが決定していきます。この8つの要素をフルに活用することで、

最大約17兆通りものクリエイティブパターンが配信されます。これによって、よりユーザーにとって最適化クリエイティブを配信していくことができます。

※最大



Thank you!
Contact info


